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平成３０年 １月～ 意見交換会（１８回開催） 

平成３０年 ７月  保護者対象説明会 

平成３０年 ８月  地域説明会 

平成３０年１１月  保護者･地域説明会② 

                           アンケート調査 

平成３０年１２月  第１回 和泉市適正就学対策審議会 諮問 

平成３１年 ３月  第３回 和泉市適正就学対策審議会 答申 

             和泉市教育委員会第３回定例会にて議決 

【主な取り組み】 
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【アンケート調査結果】 

対象 

 槇尾中学校区の中学生までの子どものいる保護者（特認含む） 

アンケートの内容 

 槇尾中学校の敷地にて、施設一体型の小中一貫校の 

 特認校を新設することについて 

１ 賛成 

２ どちらかと言えば賛成（現状では仕方がない） 

３ どちらかと言えば反対（もう少し色々考えたい） 
４ 反対 

５ その他 

  送付数 返送数 回収率 

横山校区 244 88 36％ 

南横山校区 43 26 60％ 

特認 50 19 38％ 

不明 － 2 － 

合計 337 135 40％ 

賛成 

33％ 

どちらか 
賛成 
42％ 

どちらか 
反対
13％ 

反対
6％ 

その他

6％ 
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【適正就学対策審議会 答申】 

○ 横山小学校、南横山小学校、槇尾中学校を 

   統合のうえ、施設一体型義務教育学校（小中 

      一貫校）の特認校を新設する。  

○ 施設一体型義務教育学校（小中一貫校）の 

      特認校は、現槇尾中学校の敷地を活用する 

      ものとする。 
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施設一体型とは？ 

小学校と中学校を、同敷地内の１つの施設内に設置した 
形態の学校です。 
多様な異学年交流や、小中教員による細やかな子どもへの
支援等の取組みが充実させやすい教育環境となります。 

施設分離型 

小学校 小学校 

中学校 

施設一体型 
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義務教育学校とは？ 

平成28年度から施行された新しい校種で、 
義務教育９年間を通して、より系統的な教育課程を 
編成し、学校運営を行います。 

南松尾はつが野学園では、内容に応じて、４･３･２制の 
区切りを採用するなど、柔軟な区切りの設定を行っていま
す。 

○学級担任を中心とした学習 
○基礎･基本の定着 
○学習習慣の定着 

○一部教科担任制からなだらかに 
  教科担任制（後期課程へ移行） 
○基礎･基本の徹底と応用力 

○専門的な学習の充実 
○確かな進路選択の保障 
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特認制度とは？ 

特認制度を導入した学校へは、市内どの地域からでも通う
ことができます。 

和泉市では、自然、少人数指導等を特色 
として、平成１８年度から南横山小学校
で導入しています。 

他校にはない特色･魅力を検討し、児童生徒を募集します。 

令和元年度は、65人の児童が特認制度にて通学しています。 



新設校のイメージ 

10 

特認制度の導入 
 → 市内から入学を希望する児童生徒が通い、より多くの「出会い」が生まれます。 

  
少人数指導など、効果的な学習環境 
 → １学年２クラスのクラス替えが可能な環境、児童生徒が切磋琢磨できる環境。 

 → 教科や学習活動に合わせ、少人数でのきめ細かな授業。 

  
異学年交流の充実 
 → 施設一体型の利点を活かした、多様な異学年交流。 

  
前期課程での専科指導 
 → 後期課程の教員による前期課程での授業。 

  
前期課程からの部活動参加 
 → 運動･文化にふれる機会や学校生活の充実。 

  
小中教員による９年間の育み 
 → 前期、後期の教員による９年間の系統的な学習や細やかな学校生活･生徒指導。 
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南松尾はつが野学園の様子 

・登校風景 

・異学年交流 

・前期課程での一部教科担任制 

・前期課程からの部活動参加 

・小中教員による９年間の育み 
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自然環境を活かした学習 
 → 槇尾山や父鬼川、地域の田畑など自然を活かした学習活動。  
 
関西トランスウェイスポーツスタジアムなどの 
地域資源を活用した教育 
 → 南部リージョンセンターや地域の産業とも 
    連携した多様な教育。 
  
南横山小学校の敷地を活用した学習活動 
 → 学校林や父鬼川での教科学習や総合的な 
      学習、特別活動など。 
  
少人数指導による細やかな指導 
 → 教科や学習活動に合わせ、少人数でのきめ細かな授業。 
  
魅力ある部活動 
 → 他校にはない部活動による魅力づくり。 
  
放課後学習環境の充実 
 → 学習塾などの参画など、多様な放課後の過ごし方が可能に。 
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○ 槇尾中学校の敷地を活用し、新校舎建設のうえ、 
    開校予定です。 
 
○ 敷地の拡大に関する調整や建設内容の詳細を整理する 
    必要があるため、現時点で開校時期は未定です。 
   （少なくとも５年程度は必要と考えています。） 
 
○ 校舎の建設時には、同一敷地内で中学生が学びながら 
    の計画です。 
    しっかりとした安全対策、騒音対策に努めるとともに、 
    体育館等の先行整備による、先行利用など在学生への 
     配慮に努めます。 
 
※基本構想、基本設計の内容によっては、 
   一時移転が必要となる可能性もあります。 
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○ 南横山地域の全域及び横山地域の一部（距離等踏まえ、今後調整）は、 
    何らかの形で無料のバスにて通学が可能となるように調整予定です。 
  
    地域の路線バスを含めた総合調整を行う予定ですので、開校に向けて 
    検討を進めていきます。 
 
 
○ 特認バスについては、小学生、中学生が利用可能な運用に努めます。 
    詳細は、開校に向けて調整していきます。 
 
 
○ 徒歩通学等についても、安全な通学が確保できるよう、道路照明対策 
    など可能な限り対応を検討していきます。 
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【横山小学校について】 
 

 ○ 現在の校舎等は基本除却の方向で検討します。 

 

 ○ 除却後の敷地については、民間活力の検討や地域広場、宅地等、 

     民間活用の可能性調査を行ったうえで整理予定です。 

 

 ○ 避難所は、新校での機能確保を基本とします。 
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【南横山小学校について】 
  

 ○ 南横山小学校の敷地を自然環境教育の場として活用できるように 

     調整します。 
 

 ○ 地域コミュニティの活性化に配慮し、地域利用が可能な手法を検討 

     します。 
 

 ○ 民間活力の検討も行い、可能性調査などを実施します。 
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① （仮称）学校開校準備委員会を通じて、学校名（案）を検討。 

 

② 学校名、新設校設置について議会の議決を求めます。 
  これにより、正式決定となる予定です。 

 

③ 準備委員会にて、開校までに決定すべき内容について順次、 
  検討を進めます。 
 
→ 準備委員会での協議の様子や進捗状況等は、 
      市HPやニュースレターを通じてお知らせし 
  ていきます。 

登録をお願いします！  ⇒ 
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 【構    成】 
  学校教職員、在校生･就学前児童の保護者、 
  町会など地域関係者、教育委員会事務局など 
 
【検討事項】 
  学校名、制服、校章、学校設備、教育内容、校歌、 
  PTA関係、特認内容など 
  
 ※検討する内容に応じて、保護者、地域の方々に参画 
  していただきます。 
 ※教育内容については、準備委員会での検討と並行して、 
  ３校間で先行実施するなど開校に向けて小中一貫教育の 
  更なる充実を図ります。 

「（仮称）学校開校準備委員会」イメージ 

今後の予定 
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今後のスケジュールイメージ（案）※ 現在検討中です。 
 
 

  令和元年度 
 
 ・教育内容等の整理にあたっての意見交換 
 
 ・情報発信していくべき内容についての意見交換 
 
 
 ・学校名の検討 → 議会での議決 
 
 ・３校交流事業の検討 → 令和２年度実施事業の整理 
              令和３年度以降実施事業の整理 
 
 ・校舎建設に向けた基本事項の整理 
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今後のスケジュールイメージ（案）※ 現在検討中です。 
 
 令和２年度から学校開校まで 
 
★前年からの意見交換をより深めていく作業を実施 
 
 ・教育内容等の整理にあたっての意見交換（継続） 
   → 放課後活動の内容 
   → 南横山小学校の教育的利用 
   → 特認の定員数について 
   → ３校交流事業の推進 等 
 
 ・校舎建設に向けた具体案の確認 → 開校時期の整理 
 
 ・スクールバス等通学対策の意見交換 
 
 ・制服、校歌、校章、ＰＴＡ組織等の検討  etc 
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学校開校準備委員会での検討をスタートする
にあたり、 
 
現在、これまでの適正就学対策審議会や 
意見交換会における意見のとりまとめを 
行っているところです。 
 
その内容を確認しつつ、検討･協議を進めて 
いきます。 
  
※なお、これまでの意見交換会等の内容は、 
 和泉市ホームページに掲載しています。 

 

今後の予定 
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①施設一体型の特徴を活かした教育内容について 
     →いじめに特化した教員、もしくは教員ＯＢ等の配置を要望 
                  したい。 

 

②地域特性を活かした教育内容について 
     →情操教育を視点に、低学年においては、南横山小学校で学ぶ 
                  機会を計画的、持続的に十分確保して欲しい。 

 

③特認制度の導入に関して 
     →１学級20人の学級編制など、可能な限り少人数にして欲しい。 
     →応募する多くの児童・生徒を受け入れて欲しい。 

 

④校舎等に関して 
     →市内にない、習い事や英会話、クラブ活動が対応できる 
                  施設を検討して欲しい。 

今後の予定 
和泉市適正就学対策審議会、意見交換会での意見 

           ⇒ 学校開校準備委員会にて引き継がれ、検討 
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⑤通学等に関して 
       →帰宅や部活動の時間帯を考慮したバス、 
                  留守家庭児童会を考慮したバスをお願いしたい。 

 

⑥学校名、制服、開校準備等に関して 
               →地域、特認の不安が払拭されるよう、情報提供をお願いする。 

 

⑦横山小学校のあと地利用に関して 
               →南部地域に注目が集まるようにし、あと地利用を含めて 
                  地域が活性化するようにつなげて欲しい。 

 

⑧南横山小学校のあと地利用に関して 
               →教育施設としての活用し、市内の他の学校園など市内全体で 
                  利用できる形が望ましい。 

今後の予定 
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学校開校準備委員会の様子については、 
随時発信していきますので、 
今後とも連携･ご協力をよろしくお願いします。 

今後の予定 

現時点では、不確定の状況が多々ありますが、 
これからは、開校に向けたより具体の内容検討
がスタートすることになります。 

※ 是非、メール登録をお願いします。 
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5/12  槇尾中学校区学校適正配置に関する 第 3 回 地域説明会 

 

■参加者 41 名 

■当日の主な質疑等 

【南横山校区】 

� 小中一貫校としての連続性、小学校、中学校が

分離している非連続性、いずれにも長所、短所

があると思うが、小中一貫校の連続性の長所

のみを説明しているように聞こえた。中一ギャッ

プだけでなく高一ギャップのほうが発達心理学

的にもインパクトがある。 

後期課程が前期課程の面倒を見るというのも

一つの利点であるが、これまで高学年が低学年

の面倒をみていた場が損なわれるのではない

かというような短所もきちんと説明していただき

たい。デメリットも認識し、その対応を考えるべ

きである。 

 

 

【特認】 

� 移行期に関する、工事中の子どもたちへの影響

や現在特認で通っている中学生のバス利用に

ついて、質問や要望をあげたことがあるが、そ

のことに関して今日の資料には何も書かれてい

ないし、説明もなかった。小中一貫校になる前

に槇尾中学校で特認制度を導入するなど、移

行期に関してもしっかりと考えたほうがよいので

はないかと思う。 

 

 

【横山校区】 

� 小中一貫校になると、小学校高学年の子を中

学生がいじめるというようなことが起こらない

か。大阪府下の小中一貫校でいじめがあったと

いうようなことは今までにないのか。 

生活指導の先生を充実していただきたき、生徒

一人ひとりに目を配っていただきたい。 

 

 

【横山校区】 

� 子どもの言葉づかい等から、学校の日頃の指

 

○ メリット、デメリットはありますが、デメリットの部

分として６年生のリーダーシップをどう確保して

いくかということについては、異学年交流する

中で改善策をお示しできると思いますし、今後

に向けてそのようなことも踏まえながら取組み

を検討していきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 移行期のことについては、これまでにもご意見

をいただいておりますので、開校準備委員会の

中で議論していきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ いじめはどこにでも起こりうるということを全て

の学校に周知し取組んでいるところです。 

この校区においても、いじめが起こらないという

ことはありませんが、小中一貫校になることで、

より多くの指導する立場の人が子どもたちに関

われるというメリットを活かしていきたいと考えま

す。 

 

 

○ いじめについては、子どもたちの心をいか
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導が行き届いていないのではないかと感じる。 

南松尾はつが野学園の良い所は参考にしなが

らも、市内で 2 校目となる一貫校では、これまで

にない新しい取組みをしていただきたい。 

いじめ対策についても、高学年の生徒が低学年

の生徒をやさしく見るという性善説ではなく、万

が一のことを考えて、専任の人、教師に限らなく

ても、警察のＯＢを置くなどで、子どもを安心し

て任せられる学校ということを特徴付ければ、

市内から特認制度で通っていただける方も増え

ると思うので、引き続き検討をお願いしたい。 

   

� 横山小学校のあと地については、横山校区、南

横山校区町会長の連名で要望書を市長あてに

提出し、回答をいただいているが、温暖化の影

響で屋外のプールは使えないというのが時代の

流れだと思うので、地域活性化にも繋がるよう、

全天候型のプールをつくっていただきたい。民

間に運営を委託するなど、市の財政負担も押さ

えつつ、学校だけでなく地域でも利用していただ

ける施設をつくることを検討いただきたい。 

 

 

【横山校区】 

� 特認校ということで、教育方針が非常に大事に

なってくると思う。個人的に興味を持った教育方

針をだしている学校があったので紹介させてい

ただきたい。 

千代田区立麹町中学校の校長の著書で、子ど

もたちが自ら考え、自ら判断し、自ら決定し、自

ら行動する資質、即ち自立する力を身につけて

いく必要があるという観点からその取組みの一

環として、宿題をなくす、クラスの担任制を廃止

する、中間・期末テストを廃止するといったダイ

ナミックな改革をし、ある一定の成果を収めてい

るとのこと。 

子どもたちが自分自身で自分達の行動がどん

な影響を及ぼすのか考えられるようになれば、

間接的にいじめを減らすことにも繋がるのでは

ないかと思うので、こういう特色も検討いただけ

ればと思う。 

 

に育て、いじめが発生しない指導、教育を

していくかが大切だと思いますので、この

地域の特性も踏まえながら取組んでまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 横山小学校のあと地は市街化調整区域とな

りますので、民間事業者がプールを建てる

ことは難しいのですが、公設で建てること

の可能性はあります。しかしながら、現在

のところ、市で公設プールの設置予定はあ

りません。 

  あと地活用については、民間を活用し、地

域の活性化に繋がるよう今後検討していき

たいと考えます。 

 

 

 

○ この地域に新たに義務教育学校をつくるに

あたり、今までの思い込みだけではなく、

教育の不易流行ということで、不易とは何

か、流行とは何かをしっかり踏まえた上で

地域とともにある学校となるように議論し

ていきたいと考えます。 
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【横山校区】 

� 子どもたちの通学の安全を第一に考えていただ

くようお願いしたい。 

槇尾中学校南交差点では、岸和田方面からの

長い下り坂でスピードが出て、大きな事故も過

去に何度かある。 

大阪府への要望は出し続けると思うが、何らか

の対応、対策を明確にしていただくようお願いし

たい。 

 

 

【特認】 

� 以前のアンケート結果では、賛成意見が多いと

表記されていたが、回収の分母が小さく、特認

保護者に生の声を聞くと、思いを持って遠方か

ら南横山小学校まで通わせているので、なくな

ってしまうのは残念というのが本当のところであ

る。小中一貫校となることが決まってしまったの

で、よい学校になるようにしていきたい。 

 

 

 

� 学校開校準備委員会に専門家の方が入ってい

ない。学識経験者の方や、南横山小学校の特

認校立ち上げ時の校長先生や教頭先生をメン

バーに入れていただきたい。 

特認校を成功させるためには、南横山小学校

の素晴らしい環境を使った定期的な学びは必

要であり、市内の他の学校の子どもたちも時々

使えたらよいと思う。 

地域の方や保護者が関わる行事が多く、授業

だけではない、生の経験を通した学びができて 

おり、そこを残すことも検討していただきたい。 

 

 

 

 

○ 通学の安全については、適正就学対策審議

会でも議論され、課題として認識しており

ますので、開校に向けてしっかり準備して

いきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 以前のアンケートにおいても、特認制度で

通われている保護者の方々のご意見も理解

しています。 

南横山小学校の自然環境で学ばせたい、学

びたいという方々に通っていただいていま

すので、新しい施設一体型義務教育学校に

なっても、市内からたくさんの方々に通っ

ていただけるような魅力ある学校をつくっ

ていきたいと考えます。 

 

○ 南横山小学校の特認立ち上げ時の経験豊か

な管理職の先生方のご意見もいただきなが

ら検討していきます。 

 

 


